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平成２９年度弘前大学医学部医学科授業計画 
授 業 科 目 名 地域医療入門 対 象 学 生 ２年次 
科 目 コ ー ド  31205 学期・単位数  前期・１単位 
担当代表教員  漆舘聡志 

開講曜日・時限 
水曜日 

シラバス作成者 漆舘聡志 3-4 時限 
【授業の概要】 
現在、医療および医学教育を取り巻く環境は急速に変化し、初期臨床研修医の大都市部病院への

集中の結果、地方の病院の医師不足が深刻な社会問題となっている。特に、いわゆる「へき地」

では医師不足はさらに深刻である。本授業では、津軽地域を中心に、地域の中核病院として機能

している病院の卒後研修担当者及びへき地医療を実践している先生方による講義を予定してい

る。これらの講義を通して、地域医療における地域の中核病院と高度救命センターを有する当大

学医学部附属病院の役割を理解するとともに、へき地医療の現状および知識を習得することを目

的とする。尚、6 年次のクリニカルクラークシップでは、医療現場を通して地域医療を経験し学

ぶことになるが、本授業はその予備知識を得る上で重要である。 
【授業計画・内容・到達目標】 
 開講月日 講義時間・内容 担当病院・担当講座 担当教員 
１ 4 月 12 日（水） 10:20～11:50  むつ総合病院 坂井 哲博 
２ 4 月 19 日（水） 10:20～11:50 弘前市立病院 東野  博 
３ 4 月 26 日（水） 10:20～11:50 つがる総合病院 高杉 滝夫 
４ 5 月 10 日（水） 10:20～11:50  県立中央病院 葛西 智徳 
５ 5 月 17 日（水） 10:20～11:50   総合地域医療推進学講座 米田 博輝 
６ 5 月 24 日（水） 10:20～11:50  救急・災害医学講座 山村  仁 
７ 5 月 31 日（水） 10:20～11:50  六ヶ所村地域家庭医療センター 松岡 史彦 
８ 6 月  7 日（水） 10:20～11:50   大館市立総合病院 吉原 秀一 
９ 6 月 14 日（水） 10:20～11:50  黒石病院 相馬  悌 
10 6 月 21 日（水） 10:20～11:50  大間病院 松岡 保史 
11 6 月 28 日（水） 10:20～11:50  国立病院機構弘前病院 佐藤  工 
12 7 月  5 日（水） 10:20～11:50  青森市民病院 遠藤 正章 
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7 月 12 日（水） 8:40 ～11:50 

ワークショップ：仮題

「私の考える地域医療

のやりがい」 

総合診療医学講座 
東通村診療所 

加藤 博之 
川原田 恒 

  

14 7 月 26 日（水） 10:20～11:50 
総合演習(前期試験) 

形成外科学講座 漆舘 聡志 

【教材・教科書】 
 
【参考文献】 
 
【成績評価の方法・採点基準】 
期末試験で評価する。出欠席、ワークショップも評価の対象とする。 

【授業形式・形態および授業方法】 
パワーポイントを用いた通常の講義形態である。 

【留意点・予備知識・準備学習（予習・復習）等の内容と分量】 
 
【オフィスアワー】  
担当代表教員 ：漆舘聡志、オフィスアワーは特には設けませんので、相談がある場合には

urushi@hirosaki-u.ac.jp にメールで連絡してください。 
【その他】 
 

平成２９年度弘前大学医学部医学科授業計画 
授 業 科 目 名 医用システム工学概論 対 象 学 生 ２年次 
時間割コード  31206 学期・単位数  前期・１単位 
担当代表教員  松谷 秀哉 

開講曜日・時限 
木曜日 

シラバス作成者 松谷 秀哉 1・2 時限 
【授業の概要】 
生体における現象や医療技術・機器はそれぞれ基本となるメカニズムが存在し、これにより機能している。 
本授業では、身近な身体的な現象や医療技術・機器を例にこれまで学んできた自然科学が医学・医療においてど

のように応用・適応されているのか、を解説するとともにその基本的な仕組みについて学ぶ。 
 
【授業計画・内容・到達目標】 
 開講月日 講 義 内 容 ・ 具 体 的 到 達 目 標 等 担当教員 
１ 4月 13日（木） （題目：ガイダンス（、ボディ・メカニクス）） 松谷 秀哉 

２ 4月 20日（木） 

（題目：ボディ・メカニクス I） 
力学的視点から介護技術（体位、姿勢変換や移動など）を

説明できる。 
松谷 秀哉 

３ 4月 27日（木） 
（題目：ボディ・メカニクス II） 
力学的視点から骨や筋肉にかかる力について説明できる。 松谷 秀哉 

４ 5月 11日（木） 

（題目：圧力 I） 
点滴の仕組みや肺における呼吸運動を圧力の関係から説

明できる。 
松谷 秀哉 

５ 5月 18日（木） 

（題目：圧力 II） 
血圧測定の仕組みや血流について圧力の関係から説明で

きる。 
松谷 秀哉 

６ 5月 25日（木） 
（題目：感覚器 I） 
発声の仕組みと母音の特性について説明できる。感覚器

（聴覚）の特性についての仕組みや特性を説明できる。 
松谷 秀哉 

７ 6月 1日（木） 

（題目：感覚器 II） 
感覚器（聴覚、視覚）の特性についての仕組みや特性を説

明できる。 
松谷 秀哉 

８ 6月 8日（木） 
（題目：超音波診断装置 I） 
超音波診断装置の原理と画像化について説明できる。 松谷 秀哉 

９ 6月 15日（木） 

（題目：超音波診断装置 II） 
超音波診断装置の画像化、血流測定、アーチファクトを説

明できる。 
松谷 秀哉 

10 6月 22日（木） 

（題目：生体における電気 I） 
生体における電気特性や心電図などについて電気的な原

理に基づき説明できる。 
松谷 秀哉 

11 6月 29日（木） 

（題目：生体における電気 II） 
生体における動き・機能と心電図波形について説明でき

る。 
松谷 秀哉 

12 7月 6日（木） 

（題目：熱） 
エネルギー代謝や体温調整の仕組みを熱現象の視点から

説明できる。 
松谷 秀哉 

13 7月 13日（木） 

（題目：医療情報 I） 
医療における情報の標準化（用語や規格）について説明す

る事ができる。 
松谷 秀哉 

14 7月 20日（木） 
（題目：医療情報 II） 
診療プロセスや制度の標準化について説明できる。 松谷 秀哉 

15 7月 27日（木） 
期末試験 
 松谷 秀哉 

16 8月 3日（木） （予備日）  


